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コミスク＝
学校運営協議会を設置した学校 
   （地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４７条の５）



  任命された委員(保護

者、地域の代表者など)

が



学校評議員制度
評議員が個別に校長に意見を述べる仕組

学校運営協議会制度
 学校運営について校長を含めた委員で課題
となっていることを合議制で熟議する
       ⇓
学校・家庭・地域の の期待　　　　





教育委員会が任命
（地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４７条の５）

　
、その他教育委員会が認める者

（対象学校の教職員、学識経験者、関係行政  
機関職員等）

 　



・特別職の地方公務員
・



・校長の学校運営の方針の承認

・学校運営について

・教職員の任用

　学校の運営・課題を 、
その解決のために意見を出し合う



５．なぜ、コミュニティ・ス

クール（学校運営協議会）

なのか



 ◆教育環境を取り巻く状況

  ●児童生徒数の減少

  ●子供の規範意識等への課題

  ●学校が抱える課題の複雑化

  ・困難化

 ◆社会の動向

  ●少子高齢化の進行

  ●グローバル化や情報化の進展

  ●地域社会のつながりや支え合いの

   希薄化による地域の教育力の低下

 ◆教育改革の動き

  ●「社会に開かれた教育課程」

   の実現など

 ◆地方創生の動き

  ●学校を核とした地域の活性化





出典：コミュニティ・スクールパンフレット2018（文部科学省）
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出典：コミュニティ・スクールパンフレット2018（文部科学省）





　　　　　自治会協議会
     コミュニティ推進協議会
     青少年育成市民会議    
     民生・児童委員の方々

  今までも
  学校と連携してやってきていた。

  それを「コミスク」と名付ければよい。
 〈連携・協働を意識して取り組めばよいのです〉   　　　　　　



「学校を核とした地域づくり」へ

→学校を媒介として
地域の人のつながりをつくる。



・設置数…26学校運営協議会
 ・鹿沼市内全ての小中学校に設置
            
      令和１年… ３小中学校         
      令和３年… ２小中学校
    令和４年… ８小中学校
    令和５年…２１小中学校   ※合同での設置校あり
 
    ・年間３回～４回
  ・場所…学校、コミュニティセンター等

         



         



         
  

　 

     
  

　 

         

  

　 

    
  

　 

         
  



「夏祭りの開催について」
 
・少子化により育成会単独では
祭り開催は不可能
・協議会の委員の一人が事務局
となり実行委員会が立ち上がり、
自治会の協力のもと実施に至っ
た…



「子どもたちとの熟議」

・学校での生活のようす   

 （授業、行事など）

・学校生活で大変な事

・休日の過ごし方

・地域で生活していて、

 困っていること



「学校支援ボランティアの活
動について」

 
・活動場所、スタッフの確保
等の課題
・現在の子どもたちのようす

         
  

　 

         
  



「学習発表会・授業参観を通して」

・校長の学校運営方針とその取組     
について熟議





 



地域、学校はそれぞれの良さがあります。
地域づくりも学校づくりも地域ごとの差が大きく、自然環境や歴史、産業、文
化など大きく異なる。

各地域で実態に合った方法や展開を…

学校教育や子どもの育成に関わることを通じて

 地元の人のつながりを
   しっかりつくること
   （一般社団法人とちぎ市民協働研究会 廣瀬隆人先生の言葉より）



地域住民のつながりをより強めて、しっかりとした
地域づくり、つながりづくり、仲間づくりを進める
こと

そのために、学校や子どもたちと一緒に地域のため
に汗を流す人々を増やすということ

同時に子どもたちに地域への愛着心を育てて、地域
づくりの担い手を育成することが目的

地域づくり＝人のつながり、

       知人や友人を増やす活動
     （一般社団法人とちぎ市民協働研究会 廣瀬隆人先生の言葉より）



① 地域について知っていることを学校に教えてください

② 地域の人に積極的に声をかけてみてください

③ 先生に声をかけてみてください

（こんなことを聞くのもなあ･･というようなことをどんど
んお聞きしてみてください。）

これが、コミスクの第一歩です。

  キーワードは、 です。



ありがとう
  ございました


